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招
待
席

乾
　
直
恵

い
ぬ
い　

な
お
え　

詩
人
。
１
９
０
１（
明
治
34
）年
～
１
９
５
８（
昭
和
33
）年
。
高
知
県
生
ま
れ
。

東
洋
大
学
国
文
科
卒
。
百
田
宗
治
の『
椎
の
木
』同
人
と
し
て
詩
壇
に
登
場
。
室
生
犀
星
や
伊
藤
整
、

三
好
達
治
と
知
り
合
い
、『
詩
と
詩
論
』、『
文
芸
レ
ビ
ュ
ー
』
な
ど
に
詩
や
俳
句
、評
論
な
ど
を
発
表
。

主
な
詩
集
は
、『
肋
骨
と
蝶
』『
花
卉
』『
海
岸
線
』
な
ど
で
、
独
自
の
抒
情
詩
を
展
開
し
た
。
掲
載

作
は
、『
日
本
現
代
詩
大
系　

第
９
巻
』（
河
出
書
房
刊
）
に
よ
っ
た
。

『
花か

き卉
』
抄
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神
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鳥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

′

神
さ
ま
が
、
膝
で
ス
ワ
ン
を
慈
し
む
。

御
手
に
ふ
れ
た
こ
の
抜
け
羽げ毛
！

ぼ
く
は
冷
た
い
歌
を
思
ひ
出
す
、

塒ね
ぐ
らを
さ
が
す
小
鳥
の
や
う
に
。
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ぼ
く
は
あ
な
た
の
毛
皮
の
な
か
へ
走
り
こ
む
、

ス
ト
ー
ヴ
に
、
凍こ
ゞ

え
た
両
手
を
翳
す
た
め
に
。

ぼ
く
は
あ
な
た
の
ス
ヱ
ー
タ
ー
・
ポ
ケ
ッ
ト
に
潜も
ぐ

り
こ
む
、

団
欒
の
、
明
る
い
ピ
ア
ノ
を
聴
く
た
め
に
。

	

睡
れ
る
幸
福

黎あ
け
が
た明
、
あ
な
た
は
き
つ
と
、
機
織
音
で
ぼ
く
の
夢
を
揺
ぶ
る
。

あ
な
た
の
震
は
す
指
先
に
、
露
に
濡
れ
そ
ぼ
つ
た
ス
ワ
ン
・
リ
ヴ
ア
・
デ
イ
ジ
イ
が
咲
い
て
ゐ
る
。

筬を
さ

の
中
で
、

幻
の
星
条
が
消
え
た
り
燈
つ
た
り
す
る
。

ぼ
く
は
渺
か
に
、
織
り
か
け
の
薄う
す
も
の絹
を
見
る
。

淡
彩
の
シ
ヨ
ー
ル
が
極
の
方
へ
靡
い
て
ゐ
る
。

あ
な
た
は
何
時
の
日
か
、
黙
つ
て
ぼ
く
に
指
ざ
し
た
。

―
―
幸
福
は
あ
す
こ
に
睡
つ
て
ゐ
る
。
と
…
…

	

極
光

あ
な
た
は
三
角
洲
の
葦
間
か
ら
、

流
暢
な
各
国
語
で
ぼ
く
に
喋
り
か
け
る
。

ぼ
く
は
い
ち
い
ち
そ
れ
を
懸
命
に
、

速
記
す
る
、
翻
訳
す
る
。
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―
―
ア
ノ
橋
ノ
袂
ニ
、
ア
ノ
橋
ノ
ア
チ
ラ
ガ
ハ
ノ
袂
ニ
ハ
…
…

―
―
誰
カ
ガ
ム
カ
フ
岸
ニ
、
誰
モ
ム
カ
ウ
岸
ニ
ハ
…
…

長
い
鉄
橋
が
半
分
夕
陽
の
中
へ
折
れ
込
ん
で
ゐ
る
。

渡
り
か
け
れ
ば
、
ぼ
く
も
光
の
な
か
へ
隕
ち
込
む
だ
ら
う
。
幸
福
を
抱か
ゝ

へ
て
、
不
幸
を
擁い
だ

い
て
―
―

Inui N
aoe

日
本
ペ
ン
ク
ラ
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